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10月の意向

　
全
国
各
地
の
城
に
築
か
れ
た
石

垣
を
見
て
ま
わ
る
の
が
人
気
の
よ

う
だ
。
あ
る
テ
レ
ビ
番
組
で
、
戦

国
時
代
か
ら
の
職
人
の
系
譜
を
継

ぐ
現
代
の
石
工
が
、“
こ
こ
に
積

ん
で
ほ
し
い
！
”
と
言
う
石
の
声

を
聴
き
な
が
ら
、
設
計
図
な
し
に

一
つ
ひ
と
つ
積
み
上
げ
る
と
話
す

の
を
聞
い
た
。
確
か
に
、
城
壁
は

石
工
た
ち
が
精
魂
込
め
て
積
み
上

げ
た
芸
術
作
品
の
よ
う
に
見
え

る
。
石
垣
以
外
に
も
様
々
な
石
積

み
の
建
造
物
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
が
、
教
会
も
そ
の
一
つ
だ
ろ
う

▲
ア
シ
ジ
の
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の

半
生
を
描
い
た
イ
タ
リ
ア
・
イ
ギ

リ
ス
合
作
映
画
で
、
１
９
７
２
年

に
公
開
さ
れ
た
『
ブ
ラ
ザ
ー
・
サ

ン 

シ
ス
タ
ー
・
ム
ー
ン
』
の
挿
入

歌
に
「
ザ
・
リ
ト
ル
・
チ
ャ
ー
チ
」

が
あ
る
。
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
が
、
野

原
に
建
つ
小
さ
な
壊
れ
か
け
た
石

造
り
の
教
会
を
、
一
つ
ひ
と
つ
石

を
積
み
上
げ
て
再
建
す
る
場
面
に

挿
入
さ
れ
て
い
る
。
英
語
歌
詞
の

一
部
を
訳
す
と
、「
い
ち
に
ち
、
ま

た
、
い
ち
に
ち
、
石
を
ひ
と
つ
、

ま
た
、
ひ
と
つ
、
あ
な
た
の
秘
め

た
想
い
を
ゆ
っ
く
り
築
き
な
さ
い
」

と
あ
る
▲
友
人
は
、
あ
る
仕
事
の

進
行
に
行
き
詰
ま
っ
て
い
た
時
に

偶
然
こ
の
歌
に
出
会
っ
た
。
そ
し

て
、「
作
業
の
一
つ
ひ
と
つ
が
あ
の

石
で
、
ゆ
っ
く
り
で
い
い
か
ら
積

み
上
げ
ろ
よ
と
励
ま
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
ず
っ
と
心
に
響
い
て
き

ま
す
」
と
語
っ
た
。
歌
は
、「
い
ち

に
ち
、
ま
た
、
い
ち
に
ち
、
あ
な

た
も
成
長
し
、
天
の
栄
光
が
わ
か

る
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
」
で
終

わ
る
▲
語
り
か
け
る
石
と
聞
い
て
、

「
主
は
尊
い
生
き
た
石
」（
ペ
ト
ロ

の
手
紙
一
２
章
４
節
）
と
い
う
み

言
葉
が
響
い
て
き
た
。
生
き
て
い

る
キ
リ
ス
ト
の
声
に
聴
き
従
い
、

ゆ
っ
く
り
と
確
か
に
信
仰
を
積
み

上
げ
、
救
い
の
道
を
歩
む
こ
と
が

で
き
る
人
生
を
与
え
ら
れ
て
い
る

こ
と
に
感
謝
し
た
い
。（
G
）

　「
必
要
な
の
は
た
だ
、
純
粋

に
、
単
純
に
、
民
に
な
り
た
い 

と
い
う
望
み
、
…
…
不
断
に
根

気
強
く
働
き
た
い
と
い
う
、 

無

欲
な
望
み
で
す
。」（
教
皇
フ
ラ

ン
シ
ス
コ 

回
勅
『
兄

弟
の
皆
さ

ん
』
77
）

　
私
は
外

国
人
技
能

実
習
生
や

留
学
生
の

相
談
を
受

け
る
活
動

や
、
長
崎

県
の
大
村
入
国
管
理
セ
ン
タ
ー

収
容
者
と
の
面
会
活
動
を
続
け

て
い
ま
す
。
活
動
を
通
し
て
、

「
何
よ
り
も
大
切
な
の
は
一
人

の
人
間
の
命
、
人
間
の
尊
厳
」

大
村
入
管
に
収
容
さ
れ
て
い
た

ベ
ト
ナ
ム
人
収
容
者
グ
ェ
ン
・

バ
ン
・
フ
ン
さ
ん
に
在
留
特
別

許
可
が
下
り
ま
し
た
。
私
が
彼

に
面
会
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て

３
年
に
な
り
ま
す
。
ボ
ー
ト

ピ
ー
プ
ル
と
し
て
１
９
８
９
年

に
日
本
に
来
た
フ
ン
さ
ん
は
カ

ト
リ
ッ
ク
信
者
で
す
。
福
岡
教

区
で
も
多
く
の
方
が
賛
同
し
、

署
名
し
て
く
れ
た
お
陰
で
す
。

フ
ン
さ
ん
は
大
村
で
元
気
に
生

活
し
て
い
ま
す
。

　
教
会
の
枠
を
超
え
て
社
会
と

繋
が
り
、
出
会
い
と
交
わ
り
に

感
謝
し
て
、主
の
福
音
を
探
し
、

祈
り
の
う
ち
に
歩
み
た
い
と
願

い
ま
す
。

社
会
福
音
化
委
員
会

　
　
難
民
移
住
移
動
者
部
　

黒
崎
教
会
　
有
吉
和
子

と
強
く
感
じ
ま
す
。
外
国
人
支
援

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
で
小
さ
な

歯
車
と
し
て
働
く
こ
と
が
で
き
る

こ
と
を
喜
び
の
う
ち
に
体
験
し
て

い
ま
す
。

　
現
在
、
大
勢
の
外
国
人
技
能
実

習
生
が
日
本
で
働
い
て
い
ま
す
。

ベ
ト
ナ
ム
人
が
多
く
、
カ
ト
リ
ッ

ク
教
会
で
も
多
数
ミ
サ
に
参
加
し

て
い
ま
す
。
人
間
と
し
て
の
尊
厳

を
大
切
に
さ
れ
ず
、 

即
戦
力
と
し

て
安
価
な
労
働
力
の
よ
う
に
扱
わ

れ
て
い
る
実
習
生
が
多
い
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ
っ
て
、
教

会
内
外
か
ら
実
習
生
の
相
談
が
続

い
て
い
ま
す
。
彼
ら
の
相
談
を
聞

き
取
る
た
め
に
、
ベ
ト
ナ
ム
人
信

者
の
方
が
通
訳
を
し
て
く
れ
て
感

謝
で
す
。

　
ま
た
大
村
入
管
面
会
活
動
で

は
、
今
年
３
月
１
日
、
６
年
以
上
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【
教
皇
の
意
向
】 

す
べ
て
の
人
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
開
か
れ
た
教
会

 

【
日
本
の
教
会
】 

医
療
従
事
者

ゼ
フ
・
ア
ベ
イ
ヤ
司
教
が

入
堂
し
て
式
が
始
ま
っ

た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
人
数
制

限
が
敷
か
れ
る
中
、
小
倉

教
会
の
信
徒
、
北
九
州
地

区
各
小
教
区
の
代
表
な
ど

2
0
0
人
が
、
ま
た
新
聖

堂
に
入
り
き
れ
な
か
っ
た

信
徒
は
信
徒
会
館
で
の
動

画
配
信
で
式
に
参
列
し

た
。

　
司
教
は
説
教
で
、「
新

聖
堂
が
、
互
い
に
与
え
ら

れ
た
恵
み
を
分
か
ち
合
い
な
が

ら
、
信
仰
を
養
い
、
多
く
の
人
を

温
か
く
迎
え
る
場
に
な
る
よ
う

に
」
と
諭
し
た
。
続
い
て
祝
別
式

に
移
り
、
ま
ず
キ
リ
ス
ト
の
象
徴

で
あ
る
祭
壇
に
、
つ
い
で
聖
堂
の

柱
に
、
そ
れ
ぞ
れ
聖
香
油
が
塗
油

さ
れ
た
。
引
き
続
き
、
新
し
い
神

の
家
、
神
の
民
の
家
で
は
じ
め
て

の
ミ
サ
が
さ
さ
げ
ら
れ
、
参
列
者

一
同
心
を
ひ
と
つ
に
し
て
、
す
べ

て
を
導
か
れ
た
神
に
賛
美
と
感
謝

を
さ
さ
げ
、
こ
れ
か
ら
の
歩
み
の

上
に
さ
ら
な
る
祝
福
を
願
い
、
宣

教
へ
の
決
意
を
新
た
に
し
た
。

　
新
聖
堂
建
設
の
歩
み
は
15
年

前
、
当
時
の
信
徒
会
長
・
故
武
田

晴
行
氏
の
提
案
に
始
ま
る
。途
中
、

聖
堂
建
て
替
え
の
必
要
性
と
建
設

資
金
積
み
立
て
を
め
ぐ
っ
て
な
か

な
か
意
見
の
一
致
を
見
ず
、
建
設

検
討
委
員
会
が
二
度
立
ち
上
げ
ら

れ
る
な
ど
、
紆
余
曲
折
を
経
験
し

た
。
現
運
営
委
員
会
会
長
の
内
藤

正
氏
は
、「
様
々
な
意
見
の
相
違

に
よ
る
作
業
の
遅
延
、
労
務
費
・

建
築
資
材
の
高
騰
や
、
設
計
の
見

直
し
に
よ
る
新
た
な
献
金
の
呼
び

か
け
な
ど
数
々
の
困
難
に
直
面
し

ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
す
べ
て
が
完

成
に
い
た
る
ま
で
に
必
要
な
こ
と

で
し
た
」
と
語
る
。

　
新
聖
堂
は
、
延
べ
床
面
積

2
0
2
0
㎡
、
聖
堂
床
面
積

4
7
1
㎡
、
信
徒
席
数
1
6
2
～

2
1
6
で
あ
る
。
耐
震
・
耐
火
基

準
に
従
い
、
聖
堂
外
の
ト
イ
レ
と

倉
庫
が
建
て
替
え
ら
れ
た
。「
後

世
の
信
徒
に
負
担
を
残
さ
な
い
」

の
理
念
と
建
設
資
金
の
両
立
を

図
っ
た
結
果
、
2
階
建
て
の
旧
聖

堂
に
代
わ
っ
て
1
階
建
て
と
な

り
、
収
容
人
数
は
半
分
ほ
ど
に

減
っ
た
が
、「
身
の
丈
に
合
っ
た

聖
堂
」
と
信
徒
た
ち
は
言
う
。

　
小
倉
教
会
女
性
の
会
会
長
野
口

美
津
江
氏
は
、「
教
会
と
す
ぐ
わ

か
る
よ
う
、
三
角
屋
根
の
教
会
ら

し
い
外
観
に
こ
だ
わ
り
ま
し
た
。

『
街
の
シ
ン
ボ
ル
』
と
な
る
よ
う
、

外
観
だ
け
で
な
く
、
老
若
男
女
全

員
で
信
仰
を
証
し
歩
み
た
い
」と
、

喜
び
と
決
意
を
語
っ
た
。

　
毎
年
10
月
、「
世
界
宣
教
の
日
」
に
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
教
皇
は
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
発
表
し
ま
す
。
今
年
は
「
使
徒
た
ち
の
宣
教
」
１
章
８

節
の
「
わ
た
し
の
証
人
に
な
る
よ
う
に
」
と
い
う
イ
エ
ス
の
こ
と

ば
を
引
用
し
な
が
ら
、
す
べ
て
の
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
に
福
音
宣
教

の
使
命
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
る
よ
う
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
最
後
に
は「
教
会
が
宣
教
に
励
む
教
会
に
な
り
、

キ
リ
ス
ト
者
の
す
べ
て
の
共
同
体
が
福
音
宣
教
の
決
意
を
新
た
に

す
る
こ
と
を
切
望
し
て
い
ま
す
」と
あ
り
ま
す
。

　
福
岡
教
区
は
、
教
皇
様
の
呼
び
か
け
に
耳
を

傾
け
具
体
的
に
応
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
復
活

祭
に
発
表
さ
れ
た
「
宣
教
司
牧
方
針
」
が
そ
の

た
め
の
道
具
に
な
れ
ば
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　
福
岡
教
区
の
宣
教
司
牧
を
推
進

し
、
ま
た
、
教
区
の
す
べ
て
の
共

同
体
の
一
致
を
深
め
て
い
く
た
め

に
、
福
岡
教
区
宣
教
司
牧
評
議
会

を
立
ち
上
げ
ま
す
。
皆
さ
ん
の
理

解
と
協
力
に
心
か
ら
感
謝
し
ま

す
。

　
宣
教
司
牧
評
議
会
の
目
的
と
使

命
は
、
そ
の
規
約
に
明
記
さ
れ
て

い
ま
す
。
第
二
バ
チ
カ
ン
公
会
議

で
示
さ
れ
た
教
会
を
実
現
し
て
い

く
た
め
に
、
宣
教
司
牧
評
議
会
が

存
在
し
、
そ
の
在
り
方
は
教
会
法

の
５
１
１
条
～
５
１
４
条
に
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
宣
教
司
牧
評
議
会
は
、「
教
区

司
教
の
権
威
の
も
と
に
、
教
区
に

お
け
る
宣
教
司
牧
活
動
に
関
す
る

事
柄
を
研
究
・
検
討
し
て
、
そ
れ

に
つ
い
て
の
実
際
的
な
結
論
を
提

示
し
、
そ
の
実
施
を
推
進
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
」（
教
会
法

５
１
１
条
参
照
）。
と
て
も
大
事

な
場
で
す
。信
徒
、修
道
者
、司
祭
、

司
教
は
、「
と
も
に
」
聖
霊
の
導

き
を
素
直
に
受
け
止
め
な
が
ら
、

教
区
の
現
状
を
振
り
返
り
、
現
在

に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
イ
エ
ス
が

示
さ
れ
た
道
を
歩
む
べ
き
か
を
識

別
し
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
こ
と

を
決
め
ま
す
。
宣
教
司
牧
評
議
会

に
派
遣
さ
れ
る
各
地
区
の
代
表
者

は
、そ
れ
ぞ
れ
の
歩
み
を
報
告
し
、

ま
た
、
各
地
区
へ
教
区
の
方
針
や

決
意
を
伝
え
る
任
務
を
担
っ
て
い

ま
す
。
教
区
と
し
て
の
一
致
を
深

め
る
大
切
な
場
に
な
り
ま
す
。
　

　
従
っ
て
、
各
地
区
の
代
表
者
は

評
議
会
へ
の
参
加
を
優
先
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
他
の
活
動
団

体
や
グ
ル
ー
プ
活
動
も
大
い
に
続

け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
が
、
教

区
で
中
心
に
な
る
の
は
宣
教
司
牧

評
議
会
で
す
。

各
地
区
の
宣
教
司
牧
評
議
会

　
各
地
区
に
も
宣
教
司
牧
評
議
会

の
立
ち
上
げ
が
必
要
で
す
。
も
う

既
に
存
在
し
て
い
る
地
区
も
あ
り

ま
す
。
地
区
で
も
宣
教
司
牧
評
議

会
が
中
心
と
な
っ
て
、
と
も
に
歩

む
こ
と
に
な
り
ま
す
。
信
徒
、
修

道
者
、
司
祭
は
共
に
集
い
、
地
区

の
現
状
を
振
り
返
り
、
他
の
地
区

と
の
つ
な
が
り
を
大
事
に
し
な
が

ら
、
地
区
の
歩
み
を
支
え
て
い
く

た
め
に
話
し
合
い
、
必
要
な
事
柄

を
決
め
ま
す
。
地
区
で
も
、
各
小

教
区
や
委
員
会
の
代
表
者
は
、
地

区
の
宣
教
司
牧
評
議
会
へ
の
参
加

を
優
先
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
他
の
団
体
や
グ

ル
ー
プ
等
で
の
活
動
は
各
地
区
で

続
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。一
人
ひ
と
り
の
信
仰
を
深
め
、

難民移住移動者の日
（９月最終日曜日）を迎えて

教
皇
様
の
意
向
の
た
め
に
祈
り
ま
し
ょ
う

　キリストの弟子であるわたしたちに
とって、キリストを伝えることである
宣教は皆に与えられている使命です。

　「改宗を迫るのでなく…具体的な生活
を通して主キリストをあかしする」

（2022 教皇メッセージより）

　地域に出掛けていき教会のすばらし
い姿を伝える、そのような宣教活動を
心にとめたいものです。

〇 2022 年「世界宣教の日」 
　教皇メッセージ（全文）

〇教皇庁宣教事業のサイト
　（国外では「ミッシオ」（Missio）
　 とも呼ばれています）

　 　　 

※それぞれ、QR コードよりご覧になれます。

小倉教会　新聖堂

福
音
宣
教
を
推
進
し
て
い
く
た
め

の
大
切
な
働
き
だ
か
ら
で
す
。

教
区
の
委
員
会

　
教
区
報
で
教
区
の
五
つ
の
委
員

会
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
宣
教
司

牧
評
議
会
の
最
初
の
集
ま
り
は

２
０
２
３
年
１
月
に
予
定
し
て
い

ま
す
。
そ
の
後
、
各
委
員
会
の
活

動
を
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
希
望
を
持
っ
て
、
福
音
宣
教
の

月
間
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

ヨ
ゼ
フ
・
ア
ベ
イ
ヤ

　
新
築
さ
れ
た
小
倉
教
会
（
北
九

州
市
小
倉
北
区
　
主
任
・
深
堀
勝

人
神
父
）
の
新
聖
堂
献
堂
祝
別
式

が
、
8
月
15
日
（
月
）、
同
教
会

の
保
護
聖
人
、
被
昇
天
の
聖
母
の

祭
日
に
盛
大
に
行
わ
れ
た
。
昨
年

8
月
、旧
聖
堂
の
解
体
に
続
い
て
、

同
地
に
着
工
し
、
こ
の
日
を
迎
え

た
。
当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
午

後
２
時
、オ
ル
ガ
ン
奏
楽
の
中
を
、

北
九
州
地
区
の
司
祭
、
歴
代
の
主

任
・
助
任
司
祭
、
同
教
会
出
身
司

祭
な
ど
17
人
の
司
祭
、
そ
し
て
ヨ

N
ew

 

“Fo
reig

n
 L

a
n
g
u
a
g
e S

ectio
n

” is o
n
 p

a
g
e 4

.

　
７
月
号
よ
り
４
面
に
「
外
国
語
コ
ラ
ム
欄
」
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
　
　
福
岡
教
区
・
教
区
報
編
集
部

※
献
堂
式
の
模
様

は
、
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
か
ら
視
聴
で
き
ま

す
。　―カトリック小倉教会―

　小倉の宣教は、1887 年（明治 20 年）、『ラゲ訳新約聖書』
で有名なエミール・ラゲ神父（パリ外国宣教会）によって
始められた。そして 1890 年、有安秀之進神父が現在地に
借家を得て定住し宣教。1900 年、最初の聖堂を建立した。
その後の建て替えなどを経て、戦時下に倒壊したが、戦後、
徳山登（トクベフ）神父（パリ外国宣教会）が赴任して、
1958 年に再建した。
　小倉教会では、年間を通じて北九州地区諸教会の諸行事
や集会、その他が行われている。現在小倉教会の在籍信徒
数は 2,146 人（2021 年現勢報告より）

福
岡
教
区
宣
教
司
牧
評
議
会

2022 年 10 月 23 日
世界宣教の日・献金

福
岡
教
区
長 

ヨ
ゼ
フ
・
ア
ベ
イ
ヤ
司
教

小
倉
教
会　

献
堂
祝
別
式

わ
た
し
の
家
は
、
す
べ
て
の
民
の
祈
り
の
家
と
呼
ば
れ
る

 

（
マ
ル
コ
11
・
17
）

福
音
宣
教
月
間
に
寄
せ
る
願
い

「
あ
な
た
が
た
は
わ
た
し
の
証
人
と
な
る
」
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 ～ 聖書週間から聖書習慣へ ～ 
　
７
月
26
日
、
大
名
町
教
会
１
階

ホ
ー
ル
に
て
今
年
度
二
回
目
の
司

祭
評
議
会
が
開
か
れ
た
。

　
今
春
発
表
さ
れ
た
「
宣
教
司
牧

方
針
」
に
従
っ
て
福
岡
教
区
の
組

織
の
見
直
し
が
な
さ
れ
て
い
る

が
、
司
祭
評
議
会
の
新
会
則
に
基

づ
い
て
各
地
区
か
ら
評
議
員
が
推

薦
さ
れ
、
職
務
上
３
人
と
司
教
推

薦
の
７
人
を
含
め
、
23
人
の
新
し

い
司
祭
評
議
員
が
発
表
さ
れ
、
併

せ
て
教
区
５
地
区
の
地
区
長
司
祭

も
公
表
さ
れ
た
（
８
月
２
日
付
け

教
区
Ｈ
Ｐ
参
照
）。
ま
た
、
司
教

顧
問
会
の
メ
ン
バ
ー
も
、
８
月
10

日
付
け
で
発
表
さ
れ

た
（
８
月
17
日
付
け

教
区
Ｈ
Ｐ
参
照
）。

　
新
し
い
評
議
員
で
の
評
議
員
会

は
10
月
４
日
に
開
催
さ
れ
る
。
福

岡
教
区
司
教
顧
問
会
と
福
岡
教
区

司
祭
評
議
会
は
司
教
の
諮
問
機
関

で
あ
り
、
こ
の
会
合
に
お
い
て
教

区
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
等
に
つ

福
岡
教
区
常
設
委
員
会
の
紹
介 

③

青
少
年
委
員
会
・
広
報
委
員
会

青
少
年
委
員
会

訃
　
報

  

マ
リ
ア 

永
富
　
邦
子  

修
道
女

（
シ
ト
ー
会 

伊
万
里
の
聖
母
修
道
院
）

　
７
月
27
日
帰
天
。
享
年
86
。
修

道
生
活
62
年
で
し
た
。

　
今
年
度
、
福
岡
教
区
常
設
委
員

会
は
５
つ
に
再
編
成
さ
れ
、
７
月

号
よ
り
各
委
員
会
を
紹
介
し
て
き

ま
し
た（『
福
岡
教
区
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
２
０
２
２
』
参
照
）。

　
最
後
に
青
少
年
委
員
会
と
広
報

委
員
会
を
紹
介
し
ま
す
。

　毎年 11 月、聖書に親しみ、聖書をより正しく理解す
るための運動として「聖書週間」が定められていますが、
年に一回の機会だけでなく、常に「聖書習慣」を身に付
けることを実践したいものです。
　今号では、幼きイエス会（ニコラ・バレ）・福岡修道

院のシスターが行っている「福音の分かち合い」を紹介します。
 

　「神は御自分にかたどって人を創造された。
神にかたどって創造された」（創世記1章27節）。
主なる神は、土（アダマ）の塵で人（アダム）

を形づくり、その鼻に命の息を吹き入れられた。人はこうして生きる者となった（創世
記 2章 7節）・・・神様の深い愛によって、神のみ手で直接的に形作り創造された私た
ち一人ひとりのいのち・・・
　2007 年の新聞記事では、小さな子どもの虐待死が増加している記事が驚く程たくさ
ん目に留まり、取り巻く家庭、社会の背景に潜む人間の尊厳の問題が心に響きました。
そこで、一人ひとりが神様の深い愛によって創造されたいのちであることを自覚し、そ
のいのちの尊厳を体験していく場が与えられることを願い、14 年前に“陽だまりルー
ムスポット”の集まりを始めました。
　毎週火曜日午前 10 時から 12 時頃まで、カトリック浄水通教会の信徒会館 2階に集
まります。そして私たちの内に共にいて、どんな時にも私たち一人ひとりを受け止め、
愛を注ぎ続ける神様の愛に触れるために聖書を開き、みことばの中に入ります。
　その後、キリスト教人間観に近い心理学の理論を学び合い、お互いを深め合いながら

ロールプレイングを体験します。子ども役、親役をそれ
ぞれのグループで決め、一方的な閉じた会話と互いが認
め合う開かれた会話を体験します。そして、その時の互
いの感情、思い、言葉を共有します。その後の参加者同
士の分かち合いでは、神様に集められた共同体を祝福し
ておられる陽だまりを受けます。
　子どもだけでなく、私自身も尊い人格を持っているこ
とを体験し、私達一人ひとりが弱さ、偏りを持ちながら
も、今日もよりよく生きたいと願うかけがえのない存在
であることを陽だまりの中で感じ合っています。

幼きイエス会　Sr. 金公女

第
二
回
　
司
祭
評
議
会

広
報
委
員
会

死刑囚えん罪について語る
古川住職

陽だまりの中での分かち合い

幼きイエス会 （ニコラ・バレ）
“陽だまりルームスポット”

【
委
員
長
　
十
時
伸
治
神
父
】

　
青
少
年
の
様
々
な
活
動
を
推
進

す
る
委
員
会
で
あ
る
。
三
つ
の
部

門
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。ま
た
、

各
地
区
で
青
少
年
活
動
を
担
当
す

る
司
祭
も
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
に

な
る
。

⑴
青
年
部
門

青
年
た
ち
の
活
動
を
支
え
る
。

ま
た
、「
福
岡
教
区
青
年
セ
ン

タ
ー
」
の
設
立
の
準
備
を
担
当

し
、
セ
ン
タ
ー
を
運
営
す
る
。

⑵
中
高
生
・
教
会
学
校
部
門

そ
の
活
動
を
支
え
、
ま
た
、
教

区
の
Ｆ
Ｙ
Ｃ
Ｃ
を
担
当
す
る
。

教
会
学
校
の
リ
ー
ダ
ー
の
養
成

を
企
画
し
、
行
う
。

⑶
召
命
推
進
部
門

司
祭
職
や
修
道
生
活
へ
の
召
し

出
し
を
推
進
し
、
そ
の
た
め
の

具
体
的
な
活
動
を
企
画
す
る
。

各
地
区
や
小
教
区
の
広
報
担
当
者

と
の
つ
な
が
り
を
持
つ
。
具
体
的

に
二
つ
の
活
動
を
担
う
。

⑴
福
岡
教
区
報
を
は
じ
め
、ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
等
の
編
集
を
担
当
す
る
。

⑵
福
岡
教
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

担
当
す
る
。

※
こ
の
模
様
は
、
下

記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

視
聴
で
き
ま
す
。

福
岡
地
区
　
　
　
　
　

　
信
徒
使
徒
職
協
議
会

北
九
州
地
区
　
　
　
　

　
信
徒
使
徒
職
協
議
会

熊
本
地
区
・
山
鹿
教
会

　
８
月
８
日
（
月
）
朝
ミ
サ
後
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
平
和
に
向
け
た
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
教
皇
の
祈
り
を
捧

げ
、
主
任
司
祭
の
ダ
・
ロ
イ
ト
・

シ
ル
バ
ノ
神
父
よ
り
、
同
教
皇
の

「
世
界
平
和
の
日
」
メ
ッ
セ
ー
ジ

と
、
現
在
世
界
で
起
こ
っ
て
い
る

40
以
上
の
戦
争
・
紛
争
の
説
明
が

あ
り
、
そ
の
後
、
戦
争
・
平
和
の

体
験
や
意
見
を
分
か
ち
合
っ
た
。

　
朝
鮮
・
清
津
市
で
幼
少
期
を
過

ご
し
た
F
さ
ん
は
、
ソ
連
軍
の
占

領
で
故
郷
を
追
わ
れ
た
記
憶
か
ら

「
戦
争
は
女
性
・
子
ど
も
が
犠
牲

に
な
る
」
と
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
現

状
に
自
身
の
想
い
を
重
ね
た
。

　
Y
さ
ん
は
満
州
で
の
幼
い
頃
の

だ
っ
た
。
そ
し
て
、「
平
和
は
戦

争
と
戦
争
の
間
に
争
い
の
な
い
こ

と
で
は
な
く
『
主
の
平
和
』
で
あ

り
、
そ
れ
は
真
の
人
間
の
世
界
。

真
の
人
間
と
は
イ
エ
ス
、
そ
し
て

イ
エ
ス
の
よ
う
に
生
き
よ
う
と
す

る
人
」
と
語
り
、
皆
も
そ
の
言
葉

に
心
を
一
つ
に
し
た
。

　
最
後
に
分
か
ち
合
い
の
継
続
を

誓
い
、
ア
シ
ジ
の
聖
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
の
「
平
和
の
祈
り
」
を
唱
え
、

閉
会
。
そ
れ
ぞ
れ
が
平
和
の
想
い

を
持
っ
て
教
会
を
後
に
し
た
。

 

報
告
＝
信
徒
会
長
　
森
田
貴
博

思
い
出
を
短
歌
で
説
明
。
母
親
が

終
戦
間
近
に
亡
く
な
っ
た
こ
と
、

敗
戦
翌
日
の
八
路
軍
に
よ
る
家
あ

ら
し
を
祖
母
が
仁
王
立
ち
で
追
い

払
っ
た
話
、
父
親
が
銃
殺
刑
に
な

る
も
急
所
を
ま
ぬ
が
れ
生
き
残
れ

た
話
、
そ
し
て
近
所
の
人
々
の
援

助
に
よ
る
引
き
揚
げ
を
語
っ
た
。

　
シ
ル
バ
ノ
神
父
は
両
親
の
戦
争

体
験
を
語
っ
た
。
母
国
イ
タ
リ
ア

の
、
フ
ラ
ン
ス
・
ド
イ
ツ
・
ポ
ー

ラ
ン
ド
に
至
る
地
続
き
の
国
ゆ
え

の
壮
大
で
混
沌
と
し
た
話
は
、
島

国
日
本
で
は
想
像
し
難
い
も
の

【
委
員
長
　
山
元
眞
神
父
】

　
教
区
の
広
報
活
動
を
担
当
し
、

　
北
九
州
地
区
信
徒
使
徒
職
協
議

会
が
例
年
開
催
す
る
「
平
和
を
祈

る
集
い
」
は
、
今
年
も
コ
ロ
ナ
禍

を
憂
慮
し
中
止
し
た
が
、「
平
和

の
た
め
に
何
か
で
き
る
こ
と
は
」

と
の
想
い
か
ら
、
同
じ
日
に
祈
り

を
捧
げ
る
こ
と
を
決
め
た
。

　
そ
し
て
８
月
14
日
（
日
）、
北

九
州
地
区
の
全
教
会
（
飯
塚
・
黒

崎
・
小
倉
・
田
川
・
新
田
原
・
天

神
町
・
戸
畑
・
門
司
・
直
方
・
水

巻
・
湯
川
・
行
橋
・
豊
津
・
若
松
）

で
は
ミ
サ
中
に
、
ア
シ
ジ
の
聖
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
の
「
平
和
を
求
め
る

祈
り
」
が
唱
え
ら
れ
、
平
和
へ
の

誓
い
を
新
た
に
し
た
。

　
８
月
11
日 

（
山
の
日
）、
カ
テ
ド

ラ
ル
大
名
町
教
会
で
、
２
０
２
２

日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
平
和
旬
間
賛
同

企
画
「
平
和
を
祈
る
集
い
」（
主

催
・
福
岡
地
区
信
徒
使
徒
職
協

議
会
、
共
催
・
社
会
福
音
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
福
岡
）
が
、
昨
年
同

様
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
人
数
制
限
と

共
に
、Y

o
u
T

u
b
e

ラ
イ
ブ
配

信
の
併
用
で
開
催
し
た
。
テ
ー
マ

は
、“
あ
な
た
が
た
に
平
和
が
あ

る
よ
う
に
”。
今
年
は
午
前
に
第

一
部
「
死
刑
囚
え
ん
罪
勉
強
会

（
講
師
・
古
川
龍
樹
住
職
　
生
命

山
シ
ュ
バ
イ
ツ
ァ
ー
寺
）」、「
３
・

11
あ
の
日
、
あ
の
時
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
パ
ネ
ル
展
」、「
被
爆
マ
リ
ア
像

と
共
に
平
和
を
願
う
祈
り
の
会
」、

そ
し
て
午
後
の
第
二
部
に
講
演

会
「
平
和
を
尋
ね
求
め
、
追
い
求

め
よ
（
講
師
・
森
山
信
三
大
分
司

教
）」、
第
三
部
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
ミ
サ
（
ア
ベ
イ
ヤ
司
教
主
司

式
）
の
三
部
構
成
で
、
信
徒
、
教

区
内
外
の
修
道
者
と
司
祭
（
長
崎

教
区
か
ら
も
１
人
の
司
祭
）
延

べ
人
数
３
３
０
人
が
参
加
し
た
。

（Y
o
u
T

u
b
e

視
聴
回
数
は
当
日

夕
方
迄
で
３
３
０
回
を
超
え
る
）

　
第
一
部
の
古
川
住
職
の
勉
強
会

は
満
席
で
、
ア
ベ
イ
ヤ
司
教
や
数

名
の
司
祭
も
話
に
耳
を
傾
け
て
い

た
。
ま
た
大
聖
堂
に
は
、
長
崎
の

浦
上
教
会
よ
り
特
別
に
貸
し
出
さ

れ
た
“
被
爆
マ
リ
ア
像
”
の
パ
ネ

ル
写
真
が
安
置
さ
れ
て
お
り
、
参

加
者
は
沈
黙
の
う
ち
に
祈
り
、
最

後
は
聖
パ
ウ
ロ
修
道
会
の
Br.
阿
部

光
一
と
テ
ゼ
の
祈
り
を
唱
え
た
。

　
第
二
部
の
講
演
会
で
は
、
森
山

司
教
が
、
ヨ
ハ
ネ
23
世
教
皇
の
回

勅
「
パ
ー
チ
ェ
ム
・
イ
ン
・
テ
リ

ス
」
を
は
じ
め
、回
勅
、メ
ッ
セ
ー

ジ
、
書
籍
、
冊
子
を
紹
介
し
な
が

ら
、“
平
和
へ
の
道
は
正
義
の
実

践
で
あ
る
”
と
熱
く
語
っ
た
。

　
第
三
部
の
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
ミ
サ
は
、
ア
ベ
イ
ヤ
司
教
主
司

式
、
森
山
司
教
他
15
人
の
教
区
内

外
の
司
祭
の
共
同
司
式
で
行
わ
れ

た
。
ア
ベ
イ
ヤ
司
教
は
説
教
で
、

  

セ
バ
ス
チ
ア
ノ 

堤
　
好
治 

神
父

　
　
　
　（
長
崎
大
司
教
区
司
祭
）

　
８
月
19
日
帰
天
。
享
年
86
。

１
９
３
５
年
８
月
20
日
和
歌
山
市

生
ま
れ
。
１
９
６
３
年
３
月
、
大

阪
・
玉
造
教
会
に
て
司
祭
叙
階
。

　
叙
階
後
は
大
阪
教
区
で
助
任
と

し
て
司
牧
後
、
１
９
７
１
年
４

月
よ
り
長
崎
大
司
教
区
で
司
牧
。

２
０
０
９
年
４
月
か
ら
は
福
岡
教

区
・
呼
子
教
会
主
任
司
祭
と
し
て

司
牧
し
、
２
０
１
７
年
２
月
に
引

退
。
引
退
後
は
長
崎
の
聖
マ
ル
コ

園
で
療
養
さ
れ
て
い
た
。

“
キ
リ
ス
ト
の
平
和
で
あ
な
た
が

支
配
さ
れ
る
よ
う
心
を
開
き
、
平

和
の
た
め
に
働
く
決
意
を
し
ま

し
ょ
う
”
と
述
べ
た
。
　

　
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
な
ど
、
世
界
に
は
平
和
で
な
い

中
で
の
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る

人
々
が
沢
山
い
る
。
祈
り
と
共
に

行
動
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
あ
ら

た
め
て
感
じ
た
集
い
で
あ
っ
た
。

　
な
お
、
福
岡
教
区
で
は
、
来
年

度
の
平
和
旬
間
に
向
け
、
教
区
全

体
で
取
り
組
む
企
画
の
検
討
を
進

め
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

行動を促す森山司教

い
て
、
司
教
か
ら
の
諮
問
に
応
え

て
い
く
こ
と
に
な
る
。
な
お
議
題

決
定
に
つ
い
て
は
、
評
議
員
司
祭

や
地
区
長
司
祭
か
ら
の
提
案
も
考

慮
さ
れ
る
。
次
回
の
評
議
会
の
た

め
に
教
区
創
立
１
０
０
周
年
に
つ

い
て
各
地
区
で
検
討
し
意
見
を
持

ち
寄
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
教
区
宣
教
司
牧
評
議
会
は
来
年

１
月
発
足
を
目
指
し
て
準
備
が
進

め
ら
れ
て
い
る
が
、
司
祭
評
議
会

と
し
て
「
教
区
宣
教
司
牧
評
議
会

規
約
」
が
承
認
さ
れ
た
。

　
聖
体
奉
仕
者
養
成
部
か
ら
は
、

コ
ロ
ナ
禍
で
延
期
さ
れ
て
い
る
養

成
講
座
を
、
来
年
に
地
区
ご
と
で

開
催
す
る
方
向
で
検
討
す
る
旨
が

報
告
さ
れ
た
。

　
カ
リ
タ
ス
ジ
ャ
パ
ン
部
か
ら

は
「T

o
g
e
th

e
r W

e

」
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
へ
の
参
加
が
呼
び
か
け
ら

れ
た
。

　
教
区
財
政
の
見
直
し
に
つ
い
て

も
検
討
さ
れ
た
。
教
区
の
経
済
問

題
評
議
会
を
中
心
に
、
資
産
の
運

用
な
ど
に
つ
い
て
引
き
続
き
検
討

さ
れ
る
が
、
信
徒
の
皆
さ
ん
に
対

し
て
も
、
教
会
維
持
費
納
入
に
つ

い
て
丁
寧
な
説
明
と
呼
び
か
け
が

求
め
ら
れ
る
。

２
０
２
２
カ
ト
リ
ッ
ク
平
和
旬
間

平
和
の
た
め
に
働
く
決
意
を
新
た
に
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熊
本
地
区
宣
教
司
牧
評
議
会
主

催
に
よ
る
「
子
ど
も
た
ち
の
た
め

の
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
」
が
8
月
1

日
（
月
）、
健
軍
教
会
を
主
会
場

と
し
て
開
催
さ
れ
た
。
参
加
者
は

県
内
７
小
教
区
か
ら
合
計
29
人
。

　
午
前
10
時
集
合
後
、
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
子
ど
も
た
ち
に

続
き
保
護
者
、
支
援
者
も
全
員
自

己
紹
介
。
そ
の
後
、
ダ
・
ロ
イ
ト
・

シ
ル
バ
ノ
神
父
（
菊
池
・
山
鹿
教

会
主
任
）に
よ
る
七
つ
の
質
問「
何

を
、
ど
こ
で
、
い
つ
、
誰
が
、
ど

う
い
う
風
に
、
な
ぜ
、
誰
と
」
か

ら
始
ま
り
「
心
の
中
で
返
事
を
探

し
ま
し
ょ
う
。
イ
エ
ス
様
が
神
父

さ
ん
、
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、

友
だ
ち
を
通
し
て
あ
な
た
に
返
事

を
し
ま
す
。ミ
サ
は
感
謝
の
祈
り
、

神
様
と
の
対
話
で
す
。
前
半
は
聖

書
朗
読
と
説
教
、
後
半
は
『
感
謝

の
祭
儀
』
で
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
を

イ
エ
ス
の
体
と
血
に
変
え
ま
す
」

と
い
う
「
ミ
サ
に
つ
い
て
」
の
講

話
を
聴
い
た
。
続
い
て
平
田
三
好

神
父
（
武
蔵
ヶ
丘
主
任
）
を
主
司

式
に
熊
本
地
区
８
人
の
神
父
で
合

同
ミ
サ
が
行
わ
れ
、
説
教
を
担
当

し
た
浦
川
務
神
父
（
﨑
津
・
本
渡
・

大
江
教
会
主
任
）
は
「
一
番
身
近

な
周
り
の
人
の
こ
と
を
考
え
、
皆

を
笑
顔
に
し
ま
し
ょ
う
。
午
後
の

水
遊
び
で
も
、
皆
で
楽
し
さ
を
分

か
ち
合
う
チ
ャ
ン
ス
に
し
て
く
だ

さ
い
」と
分
か
り
や
す
く
語
っ
た
。

　
昼
食
で
は
、
参
加
者
全
員
が
車

座
に
座
っ
て
親
し
く
歓
談
し
、
午

後
は
近
く
の「
じ
ゃ
ぶ
じ
ゃ
ぶ
池
」

で
、
水
を
か
け
合
っ
た
り
、
捕
虫

網
で
魚
を
捕
っ
た
り
と
、
自
然
の

中
で
の
ひ
と
と
き
を
満
喫
し
た
。

　
最
後
に
櫻
井
尚
明
神
父
（
手
取

教
会
主
任
）
か
ら
「
コ
ロ
ナ
終
息

後
は
泊
ま
り
の
キ
ャ
ン
プ
に
行
き

　
７
月
30
日
（
土
）
か
ら
31
日

（
日
）
に
か
け
て
、
行
橋
・
豊
津

教
会
（
主
任
・
下
町
豊
重
神
父
）

の
教
会
学
校
が
、
世
界
遺
産
・
天

草
崎
津
集
落
を
中
心
に
巡
礼
キ
ャ

ン
プ
を
行
っ
た
。

　
初
日
は
台
風
を
追
い
か
け
る
状

況
の
中
で
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
は
崎

津
へ
と
急
い
だ
。
途
中
、
三み

す

み角
休

憩
所
で
弁
当
を
食
べ
、
待
ち
に

待
っ
た
天
草
の
イ
ル
カ
ウ
ォ
ッ
チ

身
に
刻
む
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し

て
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
奇
跡
的

で
感
動
的
な
二
日
間
を
過
ご
せ
た

こ
と
を
神
と
、
祈
り
や
援
助
を
通

し
て
支
え
て
く
れ
た
人
た
ち
に
感

謝
し
た
。
思
い
出
を
胸
に
、
参
加

者
が
ま
す
ま
す
教
会
の
奉
仕
に
、

学
び
に
と
勤
し
む
こ
と
を
期
待
し

て
い
る
。

　
報
告
＝
教
会
学
校
リ
ー
ダ
ー

緒
方
和
美

ン
グ
や
き
れ
い
な
海
で
海
水
浴
を

楽
し
ん
だ
。
向
か
っ
た
﨑
津
教
会

で
は
、
主
任
司
祭
の
浦
川
務
神
父

と
婦
人
部
の
人
々
が
ご
馳
走
を
準

備
し
歓
待
し
て
く
れ
た
。
皆
は
心

尽
く
し
の
カ
レ
ー
と
新
鮮
な
刺
身

に
舌
鼓
を
打
っ
た
。
夜
は
花
火
と

肝
試
し
に
心
を
躍
ら
せ
た
。
翌
日

の
主
日
の
ミ
サ
で
は
、
当
地
の
主

任
司
祭
と
多
く
の
信
者
と
一
緒
に

祈
り
を
捧
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
の
後
、
見
送
り
の
方
々
に
手
を

振
り
、
大
江
教
会
と
ロ
ザ
リ
オ

館
（
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
館
）
を
見

学
し
、
本
渡
の
キ
リ
シ
タ
ン
館
に

足
を
運
び
、
松
島
に
浮
か
ぶ
シ
ー

ド
ー
ナ
ッ
ツ
（
海
中
水
族
館
）
で

一
時
を
過
ご
し
た
。
最
後
は
お
土

産
を
買
っ
て
帰
途
に
着
い
た
。

　
参
加
者
は
、
神
の
創
造
豊
か
な

自
然
を
満
喫
し
、
祈
り
と
合
同
ミ

サ
、
教
会
拝
観
や
資
料
館
見
学
で

信
仰
の
糧
を
も
ら
い
、
他
の
教
会

の
人
々
と
の
交
流
で
結
び
つ
き
を

実
感
す
る
な
ど
多
く
の
体
験
を
心

天草四郎と同じポーズで！
　私どもコングレガシオン・ド・ノートルダム修道会（以下 C.N.D．）は、
ご訪問と聖霊降臨の精神を生きる聖母マリアに倣う女性の集まりです。
創立者聖マルグリット・ブールジョワは、1620 年にフランスのトロワ
で生まれました。祈りと熟慮の末、1653 年にカナダへ渡り、1700 年
に天に召されるまでカナダでの教育活動に献身しました。1678 年には
念願の女子修道会―必要とされるところへはどこにでも出向くことが
できる禁域のない修道会―を教会の認可のもとに創立しました。以来、
会員は教育をとおして神と人々の奉仕に身を捧げる生活を送っていま

す。現在、カナダからアメリカ、中米、
アフリカにも広がっており、姉妹数は約
600 人、日本には 47 人の会員がいます。
　5 人のカナダ人シスターが初めて福島
の地へ派遣されたのは 1932 年のことで
した。1935 年には修道院が完成し、宣
教活動も次第に軌道に乗り始めました。
しかし、1941 年、太平洋戦争が勃発し
ますと、修道院は国に没収されて外国人
の抑留所とされました。
　戦後修道院は返還され、幼稚園から短
大まで順次開校し、1955 年には総合学
院としての「桜の聖母学院」が誕生しま
した。その間、調布市には「マルガリタ
幼稚園」も開園しました。

　1948 年、明治学園理事長安川寛氏は学園移管を進めていました。こ
れを耳にしたパリミッション会の神父様方は、北九州市にぜひカトリッ
ク校をとの熱望のもとに東西奔走し、ついに念願を叶えることができ
ました。それに伴い 4 人のシスターが戸畑に着任したのは 1949 年の
ことでした。以後、安川敬一郎氏の気高い創立の趣旨を継承し、学園
の教育をさせていただいています。
　C.N.D. 共通の教育理念は「まことの自由への教育」ですが、それを
教育の場で具現化し「神の愛を知り、人々のための人になる青少年」
の育成に寄与できるなら、望外の喜びです。
　来日 90 周年にあたる今年、創立者の「私たちは教会の娘」という強
い望みを新たにし、福岡教区の皆さまと共に歩んで行きたいと思いま
す。 C.N.D．仙水町修道院院長　Sr．吉田ツギヨ

　福岡教区には現在 30 の修道会・宣教会から司
祭・修道士・修道女が派遣され、それぞれのカ
リスマで働いておられます。
　今春より紹介している、その修道会や宣教会。
第６回は、コングレガシオン・ド・ノートルダ
ム修道会です。

聖マルグリット・ブールジョア像
（明治学園小学校前）

行
橋
教
会
学
校

巡
礼
キ
ャ
ン
プ

熊
本
地
区

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ

ま
し
ょ
う
。
ク
リ
ス
マ
ス
キ
ャ
ン

プ
も
あ
り
ま
す
よ
…
」
と
期
待
を

持
た
せ
る
挨
拶
が
あ
り
、「
イ
エ

ス
さ
ま
が
い
ち
ば
ん
」
の
聖
歌
を

歌
い
四
時
頃
解
散
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
２
年
間
す
べ
て
の

行
事
を
中
止
し
て
い
た
が
、
久
し

ぶ
り
に
会
う
仲
間
と
の
交
流
は
、

子
ど
も
た
ち
、
保
護
者
同
士
の
絆

を
深
め
、
共
に
歩
む
教
会
の
一
員

と
し
て
、
新
た
な
思
い
と
勇
気
を

心
に
刻
む
キ
ャ
ン
プ
と
な
っ
た
。

報
告
＝
手
取
教
会
・
小
野
豊
和

　
聖
マ
リ
ア
病
院
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
が
世
界
に
広
が
り
始

め
て
間
も
な
い
２
０
２
０
年
４
月

に
「
コ
ロ
ナ
病
棟
」
を
設
け
た
。

　
最
初
は「
未
知
の
感
染
症
」だ
っ

た
た
め
、
当
時
の
ス
タ
ッ
フ
全
員

が
精
神
的
な
不
安
を
抱
え
な
が
ら

仕
事
を
続
け
た
と
い
う
。
通
常
の

感
染
防
止
対
策
を
強
化
し
て
、
患

者
や
ス
タ
ッ
フ
を
守
る
た
め
に
細

心
の
注
意
を
払
っ
た
。そ
れ
で
も
、

病
棟
で
感
染
が
起
こ
り
、
隔
離
さ

れ
た
患
者
の
一
部
は
、
院
内
で
の

隔
離
の
理
由
に
戸
惑
い
、
隔
離
が

い
つ
終
わ
る
か
分
か
ら
な
い
と
い

う
先
の
見
え
な
い
状
態
が
、
患
者

に
も
ス
タ
ッ
フ
に
も
ス
ト
レ
ス
の

原
因
と
な
っ
た
と
い
う
。

　
東
島
さ
ん
は
「
面

会
が
不
可
能
な
ど

様
々
な
制
限
の
中
、

患
者
さ
ん
と
ご
家
族

の
た
め
、
患
者
さ
ん

の
様
子
が
写
っ
て
い

る
動
画
を
ご
家
族
に

見
せ
た
り
、
状
況
を

伝
え
た
り
し
て
少
し

で
も
お
互
い
の
支
え
に
な
る
よ
う

に
ス
タ
ッ
フ
が
頑
張
っ
た
」
と
話

し
た
。

　
そ
し
て
、
今
年
の
７
月
後
半
に

第
７
波
が
襲
っ
て
き
た
。
こ
れ
ま

で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
強
い
感

染
力
を
持
つ
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
一

種
で
あ
る
Ｂ
Ａ
・
５
で
は
、
今
度

は
対
策
を
施
す
医
療
従
事
者
に
も

感
染
が
広
が
り
、
人
員
不
足
と
い

う
新
た
な
危
機
へ
の
対
応
を
せ
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
と
い
う
。「
普

段
は
、
別
の
病
棟
か
ら
人
員
の
協

力
を
も
ら
っ
て
い
た
が
、
第
７
波

の
と
き
に
は
す
べ
て
の
病
棟
で
同

じ
人
員
不
足
に
な
っ
た
た
め
、
な

か
な
か
難
し
か
っ
た
」
と
、
東
島

さ
ん
が
振
り
返
る
。

　
東
島
さ
ん
は
、「
医
療
ひ
っ
迫

の
中
で
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
が
使
命

感
を
持
ち
患
者
さ
ん
に
安
心
を
与

え
る
た
め
に
一
所
懸
命
に
頑
張
っ

た
と
同
時
に
、
い
ろ
い
ろ
な
人
た

ち
か
ら
応
援
を
い
た
だ
い
た
。
感

謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
」

と
話
し
た
。
※
看
護
師
長
・
東

島
さ
ん
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
動
画
を
下
記

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
視

聴
で
き
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
襲
来
し
て
ほ
ぼ
３
年
が
経
ち
、
今

や
第
７
波
を
迎
え
て
い
る
。
久
留
米
市
の
社
会
医
療
法
人
「
雪

の
聖
母
会
」
聖
マ
リ
ア
病
院
（
谷
口
雅
彦
病
院
長
、
１
０
９
７

床
）
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
最
前
線
で
患
者
と

向
き
合
っ
て
い
る
医
療
機
関
の
一
つ
。
そ
の
中
で
治
療
や
療
養

に
直
接
携
わ
っ
て
い
る
看
護
師
た
ち
の
日
々
の
悲
喜
こ
も
ご
も

を
探
っ
た
。

　
前
編
で
は
、
看
護
師
長
の
東
島
美
由
紀
さ
ん
が
病
院
の
ひ
っ

迫
状
態
な
ど
に
つ
い
て
語
る
。

シルバノ神父の講話を聴く子どもたち

コロナ病棟で個人用防護具を
身にまとう医療従事者

コ
ロ
ナ
禍
で
ひ
っ
迫
し
た
病
院

の
現
状
を
語
る

看
護
師
長
・
東
島
美
由
紀
さ
ん

☆
何
を
信
じ
て
生
き
る
の
か

片
柳
弘
史
（
著
）

　
コ
ロ
ナ
禍
で
大
学
に
通
え
ず
、

ほ
と
ん
ど
の
時
間
を
家
で
悶
々
と

過
ご
し
て
い
た
若
者
。
学
校
へ
続

く
道
か
ら
目
に
入
る
、
コ
ン
ビ
ニ

へ
行
く
時
も
前
を
通
る
、
ち
ょ
っ

と
気
に
な
る
建
物
。
そ
れ
は
教
会

だ
っ
た
。
彼
を
待
つ
運
命
は
…
。

　
人
と
人
生
を
比
べ
て
み
じ
め
な

気
持
ち
に
な
る
。
他
人
を
信
用
で

き
ず
、
好
き
に
な
れ
な
い
。
そ
ん

な
方
に
、
絶
望
か
ら
一
歩
踏
み
出

す
ド
ア
の
あ
り
処
を
示
す
。

　「
数
あ
る
教
え
や
思
想
の
な
か

で
、
キ
リ
ス
ト
教
に
も
わ
り
と
い

い
見
方
、
考
え
方
が
あ
る
と
感
じ

て
も
ら
え
た
ら
」（
著
者
）。

P
H
P
研
究
所
発
行

税
込
価
格
１
４
３
０
円

コ
ロ
ナ
禍
で
の

　
　
　

医
療
従
事
者
の
現
状　

前
編

思
い
出
を
刻
ん
だ
、
子
ど
も
た
ち
の
夏

知りたい !
福岡教区内の
修道会　　　
　　宣教会⑥

コングレガシオン・ド・ノートルダム
修道会



福岡教区セクハラ対応窓口

セクハラを受けたら、見かけたら、ご相談

ください。ひとりで悩まず、早めに相談

セクシュアル・ハラスメント相談窓口

　 電話　080-2694-4182
　 受付時間　月～金（祝日を除く）

　 10:00 ～ 12:00　13:00 ～ 16:00

カトリック福岡教区報 第767号 （4）2022年10月1日発行

10月のこよみ

 

◆
　
　
　
福
　
　
岡

編
集
後
記

キリストの愛に駆り立てられて
人々と共に歩む教会

年間目標

福岡教区広報室アドレス
http://fukuoka.catholic.jp

E-mail:cdf-kouhou@nifty.com

安心してお話が出来る人
をお探しの方へ。

メール：hanahanahimawari2020@
gmail.com
☎：080-4735-6971（9:00 – 21:00）
※対応できないとき 
　もあります。
※ 原則１回 30 分です。

LINE 右記
QR コード
―ぷろじぇくと Hana ―
ぷろじぇくと Hana は、社会福祉士・
看護師・シスターなどが在籍して
いる、礼拝会を中心としたグルー
プです。

10 代〜40 代のみなさま
こんな悩みをお持ちでないですか？

相談は無料です。

　必要に応じて専門機関の情報提供もい
たします。ひとりで悩まずに、お気軽に
ご相談ください。秘密は厳守します。

Thankful for the Catholic Church 
in the Diocese of Fukuoka

Patricia Flores （The Philippines）
Our Lady of Victory Cathedral （Daimyo-machi Catholic Church）

　My week wouldn't be complete if I didn't go to church. It “keeps 
me sane” and gives me the spiritual energy to get through the 
week ahead.
　My entire family is Catholic: devout Catholics I would say. I 
grew up with my mother being an active member of the Legion 
of Mary, and my sisters and I were all members of the church 
choir. We were brought up going to church together as a family 
every Sunday. So when I moved here to Japan, the first thing I 
did was to look for a church with English-language masses. 
　Being a volunteer lector at the English mass at Daimyo 
Catholic Church, I am known to most of the parishioners and 
I know most of the regulars. And I try to be welcoming to the 
newcomers in the same way that I was welcomed when I first 
attended mass at Daimyo Catholic Church. 
　I've been going to Daimyo Catholic Church for a long time and 
have participated in countless activities with the parishioners, 
and so I feel very much “at home” there. I thank the Lord that 
He led me to Daimyo Catholic Church in Fukuoka.
　毎週、教会に行かなければ私の一週間は完了しません。教会は私
の心を平常にし、次の週を乗り切る力を与えてくれます。
　家族全員が信仰深いカトリック信者です。母は私が幼い頃からレ
ジオ・マリエの熱心な会員で、私や姉妹たちは聖歌隊のメンバーで
した。日曜日には一家揃って教会に行くという家族の中で育ったの
です。ですから、日本に移住した時に、まず英語ミサがあるカトリッ
ク教会を探しました。
　現在、英語ミサで朗読奉仕をしているので信者たちによく知られ
ており、毎週欠かさず教会に来る信者とは顔見知りです。私は、大
名町教会を初めて訪れたときに優しい歓迎を受けました。今では、
初めて教会に来た人たちに、私が
その歓迎をしています。
　これまでの長い年月、信者の皆
さんと数えきれないほどの活動に
参加してきたので、教会にいる時
は自分の家にいるような感覚にな
ります。この教会への神の導きに
感謝の気持ちでいっぱいです。 インタビューに答える

アンナさんとパトリシアさん

案　内　板　　会合と催し

■
ア
シ
ジ
の
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
帰

天
祭 

〔
日
時
〕 

10
月
3
日
（
月
） 

18

時
～
〔
内
容
〕
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の

死
を
祈
念
し
、
賛
歌
・
遺
言
の
朗

読
後
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
誕
生
の
お

祝
い
会 
〔
場
所
〕
高
宮
教
会
〔
問

合
せ
先
〕
☎
０
８
０
・
５
２
６
６
・

９
０
４
８
秦

■
震
災
の
た
め
の
祈
り
の
リ
レ
ー

１
３
９
ヶ
月
目
〔
日
時
〕
10
月
11

日
（
火
）
※
ミ
サ
無
し
／
夕
の
祈

り
・
テ
ゼ
の
祈
り
17
時
30
分
～〔
場

所
〕聖
パ
ウ
ロ
会
福
岡
修
道
院〔
問

合
せ
先
〕
☎
０
７
０
・
２
８
２
０
・

９
６
１
３
Br.
阿
部（
パ
ウ
ロ
会
）

■
福
岡
召
命
を
共
に
祈
る
会

〔
日
時
〕
10
月
18
日（
火
）
13
時
30

分
～
〔
場
所
〕
大
名
町
教
会
・
小

聖
堂
、
1
階
ロ
ビ
ー
〔
内
容
〕
司

祭
召
命
を
願
っ
て
、
ロ
ザ
リ
オ
と

分
か
ち
合
い
〔
問
合
せ
先
〕
☎
０

９
２
・
９
２
１
・
４
５
３
２
山
口

■
師
イ
エ
ス
祈
り
会

〔
日
時
〕
10
月
21
日
（
金
） 

10
時
ミ

サ
後
〔
場
所
〕
高
宮
教
会
・
小
聖

堂
〔
問
合
せ
先
〕
☎
０
９
０
・
７

４
６
８
・
３
６
３
１
西
田

　
感
染
症
の
状
況
に
よ
っ

て
は
開
催
が
中
止
と
な
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

■
福
岡
ホ
ス
ピ
ス
の
会
　「
が
ん
」

を
通
し
人
生
を
語
る
会
・
が
ん
哲

学
外
来「
ぬ
く
み
カ
フ
ェ
」

①
10
月
22
日
（
土
）
14
時
～
16
時

30
分
※
リ
モ
ー
ト（
無
料
）〔
申
込

み
〕te

rejia
-ta

n
p
o
p
o
@

p
a
r.

o
d
n
.n

e
.jp

※
申
込
み
は
20
日
迄

②
10
月
30
日
（
日
）
10
時
～
12
時

〔
場
所
〕
サ
ン
パ
ウ
ロ
福
岡
宣
教

セ
ン
タ
ー
3
階
＊
ゲ
ス
ト
・
樋
野

興
夫
氏（
が
ん
哲
学
外
来
理
事
長
）

＊
参
加
費
１
０
０
０
円
（
茶
菓
子

代
）〔
問
合
せ
先
〕
☎
０
９
０
・

１
１
６
２
・
６
３
９
５
柴
田

■
聖
霊
に
よ
る
刷
新
　
福
岡
祈
り

の
集
い
〔
日
時
〕
毎
週
月
曜
日
11

時
～
12
時
30
分
〔
場
所
〕 

大
名
町

教
会
1
階
講
堂
〔
内
容
〕 

感
謝
と

賛
美
の
祈
り
、
み
こ
と
ば
の
分
か

ち
合
い
、
取
り
な
し
の
祈
り
〔
問

合
せ
先
〕
☎
０
９
２
・
５
２
１
・

２
５
０
３
蓮
尾

■
カ
ト
リ
ッ
ク
大
名
町
教
会
　

２
０
２
２
年
度
キ
リ
ス
ト
教
講
座

※
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
の
た
め
休

会
（
再
開
日
未
定
）〔
問
合
せ
先
〕

☎
０
９
２
・
７
４
１
・
３
６
８
７

大
名
町
教
会

■
美
野
島
司
牧
セ
ン
タ
ー

　
降
り
て
き
て
く
だ
さ
る
神
様
と

と
も
に
働
き
ま
し
ょ
う
。

◯
ホ
ー
ム
レ
ス
の
方
に
手
作
り
の

昼
食
提
供
　
毎
週
火
曜
日
10
時

◯
ホ
ー
ム
レ
ス
支
援
炊
出
し
・
夜

回
り
　
第
1
・
3
金
曜
日
　
調
理

14
時
　
夜
回
り
20
時
か
ら

◯
路
上
か
ら
ア
パ
ー
ト
に
入
居
し

た
方
を
訪
問
　
第
３
土
曜
日
14
時

〔
問
合
せ
先
〕☎
０
９
２
・
４
３
１
・

１
４
１
９
コ
ー
ス
・
マ
ル
セ
ル
神
父

■
セ
コ
の
会

〔
日
時
〕
毎
週
水
曜
日
10
時
30
分

～
16
時
〔
場
所
〕
福
岡
市
南
区
塩

原
４
丁
目
25
　
高
木
橋
横
の
日
本

家
屋
〔
問
合
せ
先
〕
☎
０
９
０
・

７
９
２
７
・
３
６
３
６
永
田

 

◆
　
　
　
北 

九 

州

■
北
九
州
召
命
を
共
に
祈
る
会

〔
日
時
〕
10
月
13
日（
木
）
14
時
～

〔
場
所
〕 

小
倉
教
会
〔
内
容
〕 

ジ
ョ

ン
・
ウ
ォ
ン
チ
ョ
ル
神
父
（
小
倉

教
会
助
任
）司
式
に
よ
る
ミ
サ〔
問

合
せ
先
〕
☎
０
９
４
９
・
２
４
・

９
９
０
５
藤
井

 

◆
　
　
　
熊
　
　
本

■
熊
本
地
区
召
命
を
共
に
祈
る
会

〔
日
時
〕
10
月
17
日（
月
）
９
時
50

分
～ 

〔
場
所
〕
手
取
教
会 

〔
内
容
〕

ロ
ザ
リ
オ
、
召
命
祈
願
ミ
サ
と
話

し
合
い
〔
問
合
せ
先
〕
☎
０
９
６

９
・
７
９
・
０
０
１
５
﨑
津
教
会
・

浦
川
務
神
父

コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
が
続
い
た
聖

モ
ニ
カ
祭
（
福
岡
地
区
カ
ト
リ
ッ

ク
女
性
の
会
主
催
）
が
３
年
ぶ

り
に
大
名
町
教
会
で
開
催
さ
れ
、

集
っ
た
１
５
０
人
近
い
人
々
と
共

に
参
加
し
た
。
毎
年
８
月
27
日
、

同
会
の
守
護
の
聖
人
聖
モ
ニ
カ
の

祝
日
に
感
謝
の
ミ
サ
を
捧
げ
、
１

年
間
に
亡
く
な
っ
た
人
の
追
悼
式

を
行
う
。
主
司
式
の
中
村
彰
神
父

（
司
教
総
代
理
・
大
名
町
教
会
主

任
）
は
説
教
で
、「『
母
の
心
は
、

神
様
の
最
高
傑
作
』
と
も
言
わ
れ

ま
す
。
無
条
件
で
惜
し
み
な
く
愛

を
注
ぐ
そ
の
心
で
、
日
々
教
会
を

支
え
て
く
だ
さ
り
感
謝
し
ま
す
」

と
日
頃
の
奉
仕
を
讃
え
た
。

私
が
司
教
館
に
通
い
始
め
て
以

来
、
見
送
り
と
出
迎
え
が
（
勝
手

に
）仕
事
と
な
っ
た
母
だ
が
、先
日
、

帰
宅
し
て
自
室
に
入
る
時
ふ
と
振

り
返
る
と
、
玄
関
に
置
い
て
い
る

聖
家
族
像
に
小
声
で
「
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
手
を
合
わ

せ
て
い
た（
母
の
祈
り
は
よ
く
口
に

出
る
…
）。
き
っ
と
往
き
に
無
事
を

願
い
、
戻
る
と
感
謝
を
捧
げ
て
い

た
の
だ
ろ
う
。
80
歳
を
過
ぎ
て
な

お「
神
様
の
最
高
傑
作
」に
、
私
も

心
の
中
で
手
を
合
わ
せ
た
。（
W
）

　皆様のベストショット（風景や季節の植物、動物
etc）や、イラストをお寄せください。趣味で撮影され

た写真や書き溜めたイラスト（カトリック関係のもの以外でも、景色や似顔絵 etc）など
大歓迎！教区ホームページの「音声説教」の背景写真や、教区報の挿絵、教区内（小教区、
修道会、関係各所含む）配布の刊行物などに使用させていただきます。
　作品は誰でも使用できる「著作権フリー」の素材としてご提供を
お願いいたします。広報室へメールに添付いただくか、直接郵送の
どちらでも構いません。
　カトリック福岡司教区 広報室〈cdf-kouhou@nifty.com〉
　〒810-0028　福岡市中央区浄水通 6-28  カトリック福岡司教区本部事務局 広報部

福岡教区・広報室から

年間テーマ：イエス様のように祈る

日　　　時：10月13日（木）10時 ～15時  
内　　　容：「イエスはパンを取り、感謝の祈りを唱
　　　　　　 えて」（ルカ22・19）
指　導　者：S. フランコ神父（聖ザベリオ宣教会）
問合わせ先：真命山諸宗教対話センター
次　　　回：11月10日（木）
　　　　　　「イエスは天を仰いで言われた。父よ…」

（ヨハネ17・1）
☎0968・85・3100　　 0968・85・3186
熊本県玉名郡和水町蜻浦1391-7
E-mail  shinmeizan@gmail.com 
☆個人またはグループでの黙想会、研修会も歓迎いたします（要予約）

真命山諸宗教対話センター　-祈りの集い -

 1日（土） 聖テレジア（幼いイエスの）おとめ教会博士
 2日（日） 年間第27主日　新田原教会教会・堅信式（ 1 日〜）
 4日（火） 司祭評議会　聖フランシスコ（アシジ）修道者
 6日（木） 常任司教委員会（ 5 日〜）
 †C.ガッザルディ（2016年 伊万里教会）
 †イ・スンヒョン（2018年 水巻教会）
 7日（金） ロザリオの聖母　
 †J.ノーリス（2007年 八代教会）
 †J.ニドハム（2004年 熊本マリスト）
 9日（日） 年間第28主日　今村・本郷教会教会・堅信式
 †K.オマホニ（2003年 荒尾教会）
10日（月） 熊本地区研修会 
 †E.ハトリック（2007年 笹丘教会）
11日（火） アジア司教協議会（タイ・バンコク）（〜 31日）
15日（土） 聖テレジア（イエスの）おとめ教会博士
16日（日） 年間第29主日
 †フランソワ徳山登（2000年 門司港教会）
18日（火） 聖ルカ福音記者
22日（土） †ミカエル鈴木忠一（2020年 御受難会）
23日（日） 年間第30主日　世界宣教の日（献金）
26日（水） †S.ライル（2012年 ファミリーセンター）
27日（木） †H.キニュ（2004年 天神町教会）
28日（金） 聖シモン・聖ユダ使徒
29日（土） †T.アクイナス大木章次郎（2015年 伊万里トラピスト）
30日（日） 年間第31主日

【11月】
 1日（火） 諸聖人
 2日（水） 死者の日
 3日（木） 神学院祭（YouTube配信）
 †J.C .ヴィルヌーブ（2012年） 
 5日（土） †B.ガラハ（2014年） ■ゴシックは司教日程

FABC 50 周年総会

　FABC （Federation of Asian Bishops’ Conferences
アジア司教協議会連盟）は、中東を除くアジア地域
の司教協議会が加盟している連盟で（事務局長：東
京教区・菊地功大司教）、教皇パウロ六世の 1970 年
マニラ訪問の機会に設立されました。

　この FABC の 50 周年を
記念する総会が 2022 年 10
月 12 日（水）～ 30 日（日）に

バンコクで開催され、ヨゼフ・アベイヤ
司教も参加します。

詳細は右記 QR コードよりご覧ください。
（外部リンク：カトリック中央協議会）

― みことばのお弁当 ―
今年度テーマ「福音の女性たちと共に」

日時：10 月 27 日（木）10 時～ 13 時
内容：ベタニアのマリア（ヨハネ 12 章 1-11 節）の

解説、沈黙、分かち合い
同伴者 : レナト・フィリピーニ神父
　　　 （宣教・養成委員会　信徒養成担当）
場所：大濠カトリック会館
　　　福岡市中央区大濠 1-7-14
電話：080・9101・8717（申し込み不要）
　　　※ 昼食は各自お弁当持参で

神学院祭 2022
【日時】11 月 3 日 （木・祝）　9 時～ 13 時
【場所】福岡カトリック神学院

★ 雨天時は中止とし、福岡教区
ホームページにて、当日朝 6
時までに発表されます。

★ 飲食物の販売はありません。
昼食をご持参の場合、神学院
グランドを使用さ
れても構いません。

　★詳細は右記 QR コードよりご確認ください。


